
福島復興大型石炭ガス化複合発電設備実証計画 

（勿来）計画段階環境配慮書に対する知事意見 

 

１ 総括的事項について 

(1) 本事業においては、発電所構内及びその隣接地において先進的な発電方法である石炭ガ

ス化複合発電（以下「ＩＧＣＣ」という。）を採用し、当県の経済復興や雇用回復・創出

に資する等のため２０２０年代初頭に実証のための運転を開始する計画であるが、当該計

画の推進により環境影響評価が形骸化することなく、環境影響評価法の求める趣旨及び目

的に則した手続きを実施すること。 

なお、環境影響評価方法書以降の図書の作成に当たっては、下記の内容を十分に踏まえ

て検討するとともに、必要に応じて関係機関と協議すること。 

 

(2) 環境影響評価を行う際は、可能な限り予測し得る最大リスクを考慮するとともに、文献

値、ＩＧＣＣ設備設置予定地周辺の開発計画等については最新データを使用すること。 

 

２ 大気質について 

(1) 計画段階配慮事項についての検討に当たっては、発電設備等の構造等に関する複数案を

適切に示すものとされており、今回は煙突高さを８０ｍと１００ｍとする２案が複数案と

して設定されているが、ＩＧＣＣ設備設置予定地周辺の地形・気象等に係るデータを最大

限活用することで、当該複数案については大気におけるばい煙の拡散状況等について丁寧

に記載すること。 

 

(2) 地球温暖化対策としてＩＧＣＣを採用しているが、石炭を燃料として使用する火力発電

所であることから、天然ガス等を燃料とした発電所から比べると発熱量当たりの二酸化炭

素の排出量は多い。 

また、二酸化炭素を削減するための措置としては、ＣＣＳ（二酸化炭素回収・貯留）を

含めた現有の技術を十分に活用し、二酸化炭素の削減対策として最良なものの導入につい

て検討するとともに、その検討した経緯及びその結果を記載すること。 

なお、石炭粉じん、粉じん等について環境影響評価項目に追加しない理由を丁寧にとり

まとめるとともに、ＩＧＣＣを採用したことで得られた温室効果ガスの削減効果を明確に

公表等するために、温室効果ガスについては環境影響評価項目に追加するとともに、事後

調査を行うこと。 



(3) 工作物の存在及び供用における大気質についての調査、予測及び評価を行い、環境影響の

回避、低減について検討すること。また、排ガスの拡散予測結果における最大着地濃度地点及び

最大着地濃度、寄与濃度分布を丁寧に記載すること。 

 

３ 水質について 

(1) 工事の実施、工作物の存在及び供用における排水（ガス精製工程からの排水の処理水、工事

中の濁水、生活系排水等を含む）の処理工程及び処理前後の水質・水量等について記載すること。 

 

(2) 温排水による影響評価は、藻場や海岸動物の生息地等の情報と重ね合わせるための極めて重要

な根拠を示すものであるので、実際の海水温の変動等を考慮しつつ、丁寧に行うこと。 

また、温排水の拡散図においては、1℃以上上昇域、2℃以上上昇域についても記載するとと

もに、理解しやすい縮尺の設定を工夫すること。 

 

４  動植物等について 

ＩＧＣＣ設備設置予定地周辺の海域は県立自然公園に属し、いわき市では貴重な藻場が存

在するので、海域における動物、植物、生態系等を環境影響評価項目に追加するとともに、

事後調査を行うこと。 

また、同様に工事の実施における動物・植物・生態系への影響を環境影響評価項目に追加

するとともに、事後調査を行うこと。 

 

 


